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政策研究大学院大学・建築研究所共催シンポジウム 

「歴史的建築物の活用と防火対策」 
 

趣 旨：地域の魅力あるまちづくりを進めるため、歴史的建築物の活用が拡がっています。一方、

歴史的建築物の活用にあたっては、現行の建築基準法の基準に適合させるための改修が難

しい場合があります。このため、防火・避難規定等について、必要な安全性能を確保しつ

つ、改修等が容易に対応できることが重要となっています。本シンポジウムでは、関連す

る取組みや技術の動向等について情報交換し、今後取り組むべき課題について考えます。 

日 時：2022年 2月 14日（月）13:30～17:00 

会 場：オンライン（ZOOMウェビナー：事前登録制） 

主 催：国立大学法人政策研究大学院大学、国立研究開発法人建築研究所 

後 援：国土交通省国土技術政策総合研究所、（独法）都市再生機構、（独法）住宅金融支援機構、（公社）日本建 

（依頼中）築士会連合会、（公社）日本建築家協会、（一社）日本建築士事務所協会連合会、（一社）日本建築構造技

術者協会、（一社）日本建設業連合会、（一社）マンション管理業協会、（一社）住宅生産団体連合会、（一

社）日本建築学会、（一財）日本建築防災協会、（一財）ベターリビング、防火材料等関係団体協議会、建

築研究開発コンソーシアム、防災学術連携体 

プログラム 

進行役：菅原 賢（政策研究大学院大学 教授） 

13:30-13:40 主旨説明：成瀬 友宏（国立研究開発法人建築研究所 防火研究グループ長） 

13:40-17:00 講演及びパネルディスカッション モデレーター：後藤 治（工学院大学 教授） 

13:40-16:10 講  演 

渡邉 峰樹（国土交通省 住宅局 参事官（建築企画担当）付 企画専門官） 

「歴史的建築物の活用に向けた建築基準法における取組みについて」 

広瀬 隆（臼杵市 都市デザイン課） 

「臼杵市景観形成防火地区の取組 保全と安全の両立、そして活用へ」 

小坂 謙介（金沢市 文化スポーツ局 歴史都市推進課 主査） 

「金沢市における歴史まちづくりの取組について」 

関澤 愛（東京理科大学 研究推進機構総合研究院 教授） 

「首里城火災の教訓を踏まえた文化財防災における新たな変化」 

後藤 治（工学院大学 総合研究所 教授） 

「火災実例の紹介－グラスゴー美術学校他」 

石郷岡 将平（能美防災株式会社 研究開発センター 消火システム研究室） 

「高粘度液体を用いた歴史的建築物への消防技術」 

水上 点睛（国土交通省 国土技術政策総合研究所 建築研究部 防火基準研究室 主任研究官） 

「国内外の茅葺建物に対する法規制と防火対策」 

安井 昇（早稲田大学 理工学研究所 招聘研究員） 

「歴史的建築物に適した木製防火雨戸の開発」 

長谷見 雄二（早稲田大学 名誉教授） 

「歴史的建築物の防火対策─活用・改修のための技術・計画法・体制」 

16:10-16:20 休  憩 

16:20-17:00 パネルディスカッション －今後の歴史的建築物の活用と防火対策について－ 

モデレーター：後藤治、パネラー：渡邉峰樹、広瀬隆、小坂謙介、関澤愛、石郷岡将平、 

水上点睛、安井昇、長谷見雄二 

17:00 閉  会 

※本シンポジウムは、JSCA建築構造士更新評価点対象です。 

◆参加登録方法（事前登録制）◆ ※参加費無料 

本シンポジウムは ZOOM ウェビナーで開催するため、PC、タブレット、スマートフォンにてご視聴い
ただけます（あらかじめ、ZOOMのアプリのインストールをお願いします。）。 
ご視聴をご希望の方は、下記 URL 又は QR コードから、2022年 2月 13日（日）までにお

申込み下さい。 
なお、定員（500名）になり次第申込を締め切りとさせていただきますのでご了承下さい。 

お申込 URL：https://zoom.us/webinar/register/WN_HUrDOgFFRg--jbqD1Cg1dQ 

お問合せ：政策研究大学院大学 歴史建築防火シンポジウム事務局（E-mail: grips.dms@gmail.com） 

 

https://zoom.us/webinar/register/WN_HUrDOgFFRg--jbqD1Cg1dQ
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モデレーター・講演者プロフィール 

 

 

後藤 治（工学院大学総合研究所教授・理事長） 

1960 年京都生まれ。東京大学大学院工学系研究科建築学専攻博士課程中退。博士

（工学）。一級建築士。文化庁文化財保護部建造物課文部技官、文化財調査官、工学

院大学助教授。同教授を経て現職。専門は、日本建築史、歴史的建造物の保存修復。

主な著書に『建築学の基礎 6 日本建築史』共立出版、『都市の記憶を失う前に 建

築保存待ったなし！』白揚社、共著、『食と建築土木』LIXIL 出版、共著、『論より

実践 建築修復学』共立出版など。 

 渡邉 峰樹（国土交通省 住宅局 参事官（建築企画担当）付 企画専門官） 

2003 年国土交通省入省。住宅局建築指導課、住宅総合整備課、市街地建築課、徳島

県庁（出向）などを経て、2021 年７月より現職。 

 

広瀬 隆（臼杵市 都市デザイン課） 

平成 6 年臼杵市役所入庁。現在、都市デザイン課総括課長代理。都市計画及び町並

み保全の業務部門への配属は通算でおよそ 10 年。歴史的町並みを残す臼杵城下町

地域においては、景観の保全とともに中心市街地活性化に関する事業等を担当。近

年は増加する空き家の利活用、老朽危険家屋対策も含めた事業とも併せて地域活力

を生む事業検討などに携わっている。 

 

小坂 謙介（金沢市 文化スポーツ局 歴史都市推進課 主査） 

1985 年石川県生まれ。首都大学東京大学院修了。2014 年より建築技師として同課

にて歴史まちづくりを担当、2015 年より２年間文化庁（建造物担当）にて行政研

修。現在は主に４つの伝建地区や、金沢市独自条例によるこまちなみ保存区域の整

備、旧城下町区域内に残る金澤町家の保全活用等を担当。 

 

関澤 愛（東京理科大学 研究推進機構総合研究院 教授） 

1972 年京都大学工学部卒。1974 年京都大学大学院工学系研究科（建築学専攻）修

了。1979 年博士（工学）。1976 年自治省消防庁消防研究所入所。建築･都市防火か

ら文化財防災に至るまで幅広く火災リスクに関する研究に従事。東京大学大学院客

員教授併任を経て、2010 年から東京理科大学大学院教授。 

 

石郷岡 将平（能美防災株式会社 研究開発センター 消火システム研究室） 

2012 年度入社 研究開発センター 消火システム研究室 配属。消火に関する基礎研

究、実験業務を 10 年間担当。今回講演する薬剤については基礎研究および用途開

発の主担当として携わる。 

 

水上 点睛（国土交通省 国土技術政策総合研究所 建築研究部 防火基準研究室 主任研究官） 

2012 年京都大学大学院博士課程修了。試験評価機関で防耐火性能の性能規定化に

関する研究に従事した後、現職となってからは、木質化が区画内外の火災性状に及

ぼす影響に関する研究、条例に基づく防火規制を通じた歴史的町づくりに関する研

究、様々な火災事例調査を通じて防火基準の改訂に従事している。 

 

安井 昇（早稲田大学 理工学研究所） 

1968 年京都市（京町家）生まれ。1993 年東京理科大学大学院（修士）修了。積水ハ

ウスを経て、1999 年桜設計集団一級建築士事務所設立。2004 年早稲田大学大学院

（博士）修了。博士（工学）。2007 年日本建築学会奨励賞（論文）受賞（土塗り壁

の防耐火性能）。現在、桜設計集団一級建築士事務所代表、早稲田大学招聘研究員。 

 

長谷見 雄二（早稲田大学 名誉教授） 

1951 年東京生まれ。1975 年早稲田大学大学院建設工学専攻修士課程修了、建築研

究所研究員。工博。1987 年建築研究所防火研究室長。1997 年早稲田大学理工学部

建築学科教授。2021 年早稲田大学名誉教授。専門は火災を中心とする建築・都市防

災。日本工業倶楽部会館、三菱一号館等の防災計画、高山三町、桐生新町等の伝建

地区の防災事業を指導。 
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安井 昇
(早稲田大学 理工学研究所 招聘研究員）

歴史的建築物に適した木製防火雨戸の開発

加熱実験

密集市街地の木造建築物の火災対策

安井 昇（やすいのぼる）
■経歴
1968 京町家生まれ
1993 東京理科大学理工学研究科修了

積水ハウス入社
1998 積水ハウス退職
1999 桜設計集団一級建築士事務所設立
2001 早稲田大学理工学研究科博士課程入学
2004 同修了、博士（工学）取得
現在 桜設計集団一級建築士事務所代表

早稲田大学理工学研究所招聘研究員、東京大学生産技術研究所リサーチフェロー
NPO法人team Timberize理事長、NPO法人木の建築フォラム理事

■専門
木造設計 建築防火
■連絡先 yasui@teamsakura.jp

自己紹介



京町家の町並み

建設当時の最先端技術・安全性を持たせて
つくられたであろう建物群。

隣家と隣接

隣家側に
窓がない

袖うだつ

建築的な延焼防止対策



2016年12月22日発生した
糸魚川大火で燃え残った建物

外壁・開口部が突破されなかった（継続使用）

2016年12月22日発生した
糸魚川大火で燃え残った建物
開口部から延焼（その後解体）



内部火災隣棟火災

外壁

建物火災の外力は主に2種類

主に市街地

[燃え抜けない] [燃え拡がらない]

火災の種類

財産保全・人命安全財産保全

←今日の発表

燃え抜けない建築をつくる素材や部材

せっこうボード 土

厚い木 防火ガラス



歴史的建築物の防耐火性能の実力

たとえば京町家の外周部材
①裏返しのある土壁
②裏返しのない土壁

③木材あらわし軒裏

④窓（開口部）

■準防火地域内の2階建て建築物に求められる性能

外壁：30分間の非損傷性・遮熱性（燃え抜け防止・倒壊防止）
軒裏：30分間の遮熱性（燃え抜け防止）

開口部：20分間の遮炎性（燃え抜け防止）

土塗り壁の防火性能に影響を与える要素

歴史的建築物の防耐火性能の実力



軒裏に防火性能に影響を与える要素

歴史的建築物の防耐火性能の実力

土壁の加熱実験

耐火炉と土壁試験体 柱が座屈寸前の試験体

歴史的建築物の防耐火性能の実力



土壁の遮熱性（裏面温度推移）
歴史的建築物の防耐火性能の実力

30分後裏面温度

歴史的建築物の防耐火性能の実力木材の遮熱性



軒裏に必要な防火性能は屋外火災において
小屋裏へ延焼しないこと

歴史的建築物の防耐火性能の実力

軒裏の加熱実験

加熱前 60分加熱後

歴史的建築物の防耐火性能の実力



軒裏の加熱実験

45分以上の加熱に耐える
(準耐火構造)木材あらわし

軒裏が実現可能

火炎貫通の様子

60分加熱後の試験体

60分時の裏面温度分布

歴史的建築物の防耐火性能の実力

［土塗壁告示仕様（防火構造）］

法22条区域
準防火地域の外壁

歴史的建築物の防耐火性能の実力

H12建設省告示第1359号

←↑2004年に追加例示された



［軒裏告示仕様（45分準耐火構造）］

歴史的建築物の防耐火性能の実力

H12建設省告示第1358号

準防火地域の軒裏（3階建ても可）

2004年に追加例示された

歴史的建築物の防耐火性能の実力

たとえば京町家の外周部材
①裏返しのある土壁
②裏返しのない土壁

③木材あらわし軒裏

④窓（開口部）

■準防火地域内の2階建て建築物に求められる性能

外壁：30分間の非損傷性・遮熱性
軒裏：30分間の遮熱性

開口部：20分間の遮炎性 ←意匠と防火性能両立必要



開口部の燃え抜け防止性能

①アルミ防火戸＋木製格子 ②既存の木製建具＋木製防火雨戸

今日の発表
↓

京都市内 宮崎・美々津

延焼抑制するための要点
①戸面材部が燃え抜けない
ようにする
（戸板を厚30mmにする ）

②火災時に戸と枠の隙間を
埋める
（アルミや樹脂サッシの防火
戸にも使われる加熱発泡剤
を使用する） [屋外側]

木製防火雨戸の開発

①戸板：スギ30厚
（上下に分割）

②戸と枠の隙間に加熱発泡剤
（火災時に隙間を埋める）



下枠のレール

木製防火雨戸の開発

課題
①重量が重くなる
←1本溝をやめて、最初
から戸をレールの上に
載せておく

②戸車を使うので動きやすい
←火災時は動いてほしく
ないので、鍵を設ける

■火炎貫通を防止するためのポイント
→枠と戸、戸と戸の隙間が生じないようにすること
(1)加熱発泡材
(2)上枠補強材
(3)気密材
(4)錠（カマ錠・ネジ締まり錠）

木製防火雨戸の開発



（1）加熱発泡材
・火災時に熱が加わると
膨張し、戸と枠、戸と
戸の隙間を埋めること
で遮炎性を確保する

[引用]積水化学高機能プラスチックカンパニーフィブロック
https://www.sekisui.co.jp/company/project/koukinou/index.html

発発
泡
材

発
泡
材

ステープル

加熱

例）下枠と戸の下部の隙間

木製防火雨戸の開発

上上枠補強材

加熱発泡材

（2）上枠補強材

・屋外側の枠が燃え進み，
戸上部のかかりがなく
なり，戸が脱落する
ことを防ぐ。

木製防火雨戸の開発



（3）気密材

・戸と枠の密着性を高めて，
火炎貫通を防止する。

気気密材

縦枠
戸先

[引用]ニトムズエプトシーラー
http://www.nitoms.com/products/tape/proself/index.html

木製防火雨戸の開発

（4）錠（カマ錠・ネジ締まり錠）

・扉の移動を止めて，隙間が生じないようにする

カマ錠 ネジ締まり錠

木製防火雨戸の開発



木製防火雨戸の開発

2021年4月
京都市・京都府建築工業協同組合
が防火設備（準遮炎性能）の
国土交通大臣認定を取得

2021年秋～ マニュアル講習会

枠最大寸法：W3,030×H2,000mm

2枚戸または3枚戸

講習会を受講した者の施工による

終

市街地に建つ歴史的建築物は
建物外周部に延焼防止上の

弱点を持たない配慮が求められる






































